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１ はじめに
本稿は，原木から自ら簡易製材した板状或いは柱
状の材を用いての彫刻制作概要を報告するものであ
る。材木は主に杉材と樟材を用いた。本論で用いる
「簡易製材」とは，大規模な製材機械を有する製材
所ではなく，個人がチェーンソー等を使用して原木
を挽き材し板状，柱状の木材にすることである。通
常，木を用いた彫刻は，原木に直接彫る他，市販さ
れている材木（角柱或いは矩形の板の状態）から，
丸彫りしたり部材を寄木したりして制作することが
多い。本研究では，直接の丸彫りや統一規格の市販
品の材木を彫るのではなく，自ら製材した材を使用
する。これにより，原木の形体を活かした歩留まり
のよい木取りを行い，それを使用する彫刻制作の可
能性を検討する。彫刻表現として試行したのは，自
らが製材した板状・柱状の材を用いた立体空間構成
である。
制作した彫刻作品は，2013年の「林耕史展」，「第
87回国展」，「中之条ビエンナーレ 2013」，「第 5回次
代を担う彫刻家たち展」，2014年の「第 88回国展」，
「第 9回国展群馬」等，各展覧会で発表した。本論
では，各展において発表した『漂泊』並びに『月が
眠る山』の各作品の制作工程を記し，原木からの簡
易製材による板状・柱状の材を用いた彫刻の特徴を
分析する。そして，木材の有効利用のあり方の検討
と，彫刻などの立体造形活動に使用する造形用素材
の可能性について述べたい。
尚，本研究は平成 24～26年度科学研究費助成事業
基盤研究（C）「間伐材・低質材等の木材資源を有効
利用する造形用素材及び環境教育教材の開発」（課題
番号 24531183）の研究成果の一部である。
２ 製材について
2-1 木取り及び挽き材について
原木を市場性のある板や角材にすることを製材と
いう。製材所では，大規模な鋸断機械で原木を挽き
材する。この際肝要なのが，原木の価値をできるだ
け損なわないようにすると共に，丸太の形体を考慮
して，どの部分からどのように挽き材するか決めて
いくことである。これを木取りという。筆者が福島
県南会津の製材業者：株式会社オグラ（以下，オグ
ラ製材と表記）のもとで楢の原木伐倒と製材を見学
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した際には，伐倒士と製
材技師が 4人で相談して
木取りをしていた?。その
時の原木が楢（ミズナラ）
の大木という貴重な材木
であったためだが，それ
ほど木取りは重要な工程
であり，慎重に検討する
必要がある。
具体的には，できるだ
け長く幅の広い板材がで
きること，内部の木目を
推測し美しい杢
もく
が現れる
位置を見極めることなど
が優先されていた。いず
れも，製品価値を最大限
高めることが目的であ
る。
木取りの方針が決まる
と，実際に製材に取りか
かる。挽き材には，図 1の
ような方法がある?。一番単純な方法が「だら挽き」
である。オグラ製材では，「丸挽き」という名称を用
いていた。製材機械に原木を載せて固定した後は，
帯鋸との距離（材の厚さに該当）を調整しながら送
材車を繰り返し往復させることで，順序よく製材で
きる。併せて，原木を回しながら，よりよい材がと
れるように「回し挽き」という木取りも行うことが
ある。「わく挽き」は，同じ幅の規格で製材するのに
適している。オグラ製材では，「板目挽き」と称して
いる。この木取りでは板目板が効率よく挽くことが
できる。一方，商品価値が高い柾目板を挽くために
は，「柾目挽き」の木取りをする。
挽き材の後は，板に残る丸み（樹皮の下，外周部
の丸い部分「みみ」）を落とし，側面を整えていく。
捨てられる部分は「バタ」と呼ばれる。これらの工
程を経て，板材或いは柱材が製材されるが，捨てら
れる部分ができるだけ少ないように木取りをしてい
くことが求められる。原木の材積に対する製材され
た材木の割合を「歩留まり」という?。この歩留まり
が高いことも，木材資源の有効利用という点で重要
である。
2-2 本研究の実制作における木取りと挽き材
本研究では，木取り，挽き材を筆者自らが行う。
製材所の鋸断機械等を利用するのではなく，チェン
ソーを使用して自ら挽き材を試行する（本論では「簡
易製材」と表記する）。原木を簡易製材する技術を得
ることで彫刻制作に生かすことができると同時に，
教育現場で使用できる造形用素材を自らつくり出す
ことになり，木材の有効利用につながると考える。
将来的には，主伐材の他，間伐材や低質材の利用も
念頭におき，小型自動カンナ盤，小型帯鋸機械の導
入を併せて進めることで，より具体的に木材の有効
利用を検討していく。
本論で紹介する彫刻制作においては，筆者がチェ
ンソーで挽き材していった。具体的には，図 2に示
すように，だら挽き（丸挽き）とまわし挽きを併用
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図１ 一般的な木取り
方法
図２ 筆者が簡易製材で用いた木取り
写真１ 杉原木の搬入
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した。回し挽きは，よりよい材を得るためというよ
り，チェンソーでの縦挽きの際，原木を固定しやす
く安全に安定して作業できるようにするためであ
る。
本研究では，下記 2社から原木を入手した。前橋
市：丸茂一木材工業株式会社（杉，樟），吾妻郡中之
条町：株式会社ユハラ（杉）。
３ 彫刻制作概要
3-1 本研究における制作コンセプト
本論で報告する 2013年から 14年にかけての一連
の彫刻制作では，次のようなコンセプトをもって臨
んだ。
［原木からの簡易製材で得られた板状・柱状材の
特徴を生かしたインスタレーション的要素をもった
空間構成による彫刻］
「原木からの簡易製材で得られた板状・柱状材の
特徴」とは，機械製材ではないことから生じる材の
不均一さがまず挙げられる。長さは原木のものを最
大限自由に扱えるが，厚さ，幅についてはどうして
も不均一になる。しかしこれは作品にとって魅力を
減じる欠点になるとは限らない。例えば，厚さが不
均一な材は製材所の鋸断機械ではできないので，よ
り変化に富んだ形体をつくり魅力を生む要因になり
うる。さらに，チェンソーなどによる切削で，材の
表面には大小深浅の痕跡が残る。平滑な仕上がりを
求める際には慎重な切削と仕上げ工程が必要だが，
制作中に残す鑿痕同様，作品のマチエールとして効
果的になるだろう。
また，板状材は，重ねる，ずらす，組み合わせる，
つなげる等のレイアウトが可能で，それによる空間
構成が多様に展開できる。この可能性は，自ら挽き
材して得られた材やその木片を自ら操作していた際
に強く実感した。板状材を並べていくだけで，平面
的な広がりが生まれ，立てていくことで立体的な応
用が容易に可能になる。その大きさや組み合わせ方
によって，多彩なバリエーションも可能である。
材が有するこれらの特徴を生かすには，「インスタ
レーション的要素を持った空間構成」が有効だろう。
単体で完成する彫刻は，所謂「台座」の上に置いて
美術館に展示されることを暗黙のうちに前提とする
ことがある。しかし，今回の制作では，展示する場
所に搬入・設置する際に，その場と空間によって刺
激を受け，同時に空間に作用するような作品展示を
意図している。インスタレーションという「仮設」
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写真２ だら挽き（丸挽き)
写真３ 挽き材の様子
写真４ 意図的に残したチェンソー切断面の凹凸
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的要素をもたせながら空間構成を行い，一つの作品
として成立する彫刻を試行していく。
3-2 作品概要
⑴ 『漂泊2013-?』
出 品：林耕史展 KOSHI HAYASHI-Sculpture-
会 期：2013年 3月 11日～3月 17日
会 場：AISギャラリー（群馬県渋川市）
材 質：木（杉），ステンレス
サイズ：H230×W350×D530cm
（上記サイズは展示空間の内寸）
この作品は，「林耕史展」会場であるAISギャラ
リーの空間に仮設するインスタレーション的な彫刻
であり，組み合わせや接合など現地で調整するもの
である。また，原木からの簡易製材による板状材を
用いた最初の作品である。樹種は杉。材木寸法は，
末口 50cm×長さ 400cm（写真 2の原木）である。こ
の原木をチェンソーにより縦挽きして板状材を複数
枚切り出した。チェンソーはエンジンタイプのもの
を使用。ガイドバーL640㎜を装着しソーチェンは縦
挽き用を使用した。板状材は，厚さ 10cm程度から 1
～2cm程度まで，ランダムに挽き，1材の厚さを不均
一にしたものもある。また切り出した板の表面にも
写真 4のようなチェンソー切削の際に出る段差を意
図的につけたり残したりした。
塗装は黒色塗料で行った。部材は単体で設置する
他，複数枚をボルトで接合したりスペーサーを挟み
間隔をあけたりする。ボルト，スペーサーともステ
ンレス製を採用。黒色のペイントで地金色を覆い，
木部との一体感をもたせている。
当初は，床から天井に数枚の板を立て，縦の動き
も加える構想であった（図 3）。そのための部材も用
意し会場に搬入したが，インストール当日の構成設
置段階で，板状材である主部と空間の対比を効果的
写真５ 『漂泊 2013-?』作品全景
写真６ 作品部分 表面の切削痕が見える
写真７ 作品部分 部材を接合し構成する
図３ AISギャラリー展示当初構想デッサン
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にするためには不要であると判断し，床面および壁
面隅での構成にとどめた。
最終的には，主に 11枚の板状材を使って接合した
部分と，単体で独立した部材を床面に設置。また，
他の部材を会場隅にランダムに置いたものの全体に
よって構成した。接合箇所も随意である板状材であ
ることから，接合したり，単体のままにしたりする
などして，展示する空間に対応して部材のレイアウ
トをその場で変えることができた。板状材の構成は，
奥行きを生むと同時に，部材同士の重なりの変化や
ねじれなどが現れ，効果的な空間構成になった。筆
者はこれまで，完成作品を単体として成立させるこ
とが多かったが，以後，この方法を用いて彫刻制作
を連続して試みていった。
⑵ 『漂泊2013-?』
出 品：第 87回国展
会 期：2013年 5月 1日～5月 13日
会 場：国立新美術館（東京六本木）
材 質：木（杉），ステンレス
サイズ：H110×W550（750）×D220cm
前作の成果をもとに，より広い空間での展示を意
図して，さらに板状材を増やし構成を試みたもので
ある。使用した木は前作同様に杉材であるが，末口
60cm×長さ 400cmの原木を新たに加え幅の広い板
状材を多く切り出した。また，厚さも 8cm前後のも
のを増やし，重厚感を出すようにした。
第 87回国展では野外展示を計画したため，風雨に
耐えるよう，防水・防腐処理を施した。塗装は黒色
である。部材は 30点になった。いくつかの部材は 12
本のボルトと 50cmから 5cm前後までの数種類のス
テンレスパイプでつくったスペーサーを使うこと
で，間隔を持たせて接合した。ボルト及びスペーサー
も黒色で塗装し，木部との色彩の違和感を軽減させ，
全体の一体感をもたせている。
全体の構成としては，板状の部材の重なりを多く
させたことにより厚みが出せ，スペーサーを併用す
ることで変化をもたせることができた。また，複数
の部材の方向をそろえたり間隔を調整したりするこ
とで，奥行きの変化や全体の動き，流れが感じられ
るようになった。個々の部材の長さは 400cmである
が，これをずらしながら接合することで，作品全体
の長さを変えることができ，広い空間での展示に効
果的に作用した。カタログ上の記載では 550cmであ
写真８ 『漂泊 2013-?』作品全景
（群馬大学旧機関棟内にて撮影)
写真９ 作品全景
写真10 作品全景
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るが，実際は，会場での設置の際，周囲の空間を取
り込みながら 750cmまで拡大させた。
⑶ 『漂泊2013-?』
出 品：第 8回国展群馬
会 期：2013年 8月 15日～8月 21日
会 場：高崎シティギャラリー（群馬県高崎市）
（一部修正し下記に出品）
出 品：第 5回次代を担う彫刻家たち展
会 期：2013年 10月 26日～12月 23日
会 場：長泉院附属現代彫刻美術館（東京目黒）
材 質：木（樟），ステンレス，真鍮
サイズ：H50×W300×D120cm
本作品は，樟原木から切り出した部材で構成した。
杉とは違い，樟は木目がうねり，ねじれる傾向があ
る。そのためチェンソーによって縦挽きする際にと
ころどころで曲がりやすく，操作の抵抗感が増した。
原木は末口 35cm×長さ 220cmで，やや曲がった材
であった。切り出した板状材は，厚さ 6cmほどの厚
めのものから，2cm程度のものまで数枚に切り分け
た。原木は入手してから 1年半経過していたが，挽
き材作業を始めると，まだ水分を多く含んでいる状
態であることがわかった。よって切り出された板状
材はかなり湿った状況であった。具体的な部材の構
成まで，2ヶ月間乾燥させたが，その間にかなり湾曲
した部材があった。板目材なので木表に向かって反
るが，ちょうど木目がねじれている箇所でもあった。
構成の際には，「重なる」ようにはならないが，反り
が作品の中に変化をもたらし，全体で見たときに面
白いフォルムを生み出すことになった。
作品の塗装は，樟の木目，木肌の色を生かすため，
白色塗料で全面塗布した後，サンダをかけ凸部は磨
かれて木肌の素地が浮かび上がるようにし，凹部に
は塗料の白色が残るようにした。本作品でも，チェ
ンソーによる切削痕やガイドバーの円弧の痕は残
し，厚みの不均一な部分や段差なども効果的に見え
る位置のものは残すようにした。
接合には，これまでの作品同様にボルトを使用。
スペーサーにはこれまでのステンレスに替わり真鍮
パイプを使用。黄銅～金色が作品に合うようにした。
本作品では，切り出せた板状材が 7枚である。他
の辺材も含め，量的には『漂泊 2013-?』『漂泊2013-
?』に及ばないが，ボルトによる接合で一つにまと
めないようにし，2～ 3枚で組み合わされたパーツ
をいくつかつくり，それをもってレイアウトしてい
くようにした。重厚感は軽減したが，これにより代
わりに軽快さがでて，空間を塊で占有するイメージ
より，風通しよく点在する雰囲気の構成になったの
も効果のひとつに感じ取られた。
尚，『新潟日報』紙に本展紹介に加え作品に対する
批評文が掲載された。彫刻に対する一般の認識や概
写真11『漂泊 2013-?』
(高崎シティギャラリー)
写真12 (現代彫刻美術館)
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念に対する評者の問題意識が述べられている点で注
目できるため，林作品に直接関わる直前の文章を含
めて以下に紹介する。
「人体や動物の彫刻は，見て分かりやすいが落と
し穴がある。それは一見してリアルに見えたり，
かわいく見えたりして分かった気になってしまう
ことである。作品の方からなぜ?という問いかけが
出て来なくなる。伝統に沿った技術を生かして，
現代的な作風を表した，というような言い方で済
まされてしまう。その中で林耕史（上越教育大学
大学院修了，現群馬大学教授）は彫刻を施した板
を床に並べるインスタレーション（仮設置）的な
作品を出品。木に対するもう一つの感性を見せて
いた。形ではなく木と人間のかかわりのようなも
のを。」?
筆者が取り組んだ本作品の試みについて，「インス
タレーション的」というアプローチが，人体や動物
をつくる彫刻とは違う表現として意味をもっている
として評価されたと言えるだろう。それは，作品の
方から問いを発するということや，作品の形だけで
なく，鑑賞者と作品との関係を感じさせることにつ
ながったようだ。
⑷ 『漂泊2013-?』
出 品：中之条ビエンナーレ 2013
会 期：2013年 9月 13日～10月 14日
会 場：群馬県吾妻郡中之条町入山「花楽の里」
材 質：木（杉），ステンレス
サイズ：H70×W500×D1000cm
「中之条ビエンナーレ」は吾妻郡中之条町の商店
街や廃校，四万温泉を中心とする町並みの他，六合
地区の民家や野外に，国内外の作家による作品を展
示する美術イベントである。4回目を迎え，全国的に
も知名度が上がり定着してきている。美術館やギャ
ラリーではなく，街中や自然の中での美術作品の展
示によって独特の空間をつくりだすサイトスペシ
フィックとしての作品設置に意味がある。筆者は，
前回 2011年のビエンナーレに引き続き 2度目の出
品であり，同じく六合地区の「花楽の里」園内の野
外に展示し公開した。「花楽の里」は中之条町が運営
するフラワーガーデンで，休憩・食事などができる
施設である。
本作品は，前述の『漂泊 2013-?および?』で使用
した部材により再構成した。展示場所は，施設西端
の遊歩道脇の草むらで奥は林になっている。来場者
が歩く動線に沿い，作品が対面して向かってくるよ
うに遊歩道に沿って 10m近く奥行きを持たせて設
置した。ここでも板状の部材を構成するというこの
シリーズの特性を生かして，草むらの場所に合わせ
てレイアウトしながら若干の傾斜に合わせてボルト
で接合していった。スペーサーを適宜用いて部材の
空間を設けて，全体の厚みや重なり，奥行きを生み
出すよう心がけた。前作『漂泊 2013-?』では，大き
く一つの塊を形づくるように構成したが，本作品で
は，大きく三つの部分からなるように構成し，その
間を鑑賞者が歩いて移動できるようにした。作品の写真13『漂泊 2013-?』作品全景
写真14 晩秋の作品全景
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中に鑑賞者を取り込もうという意図である。
施設管理の方には，本作品周辺の状況について自
然な雰囲気を保持するために必要以上に除草しない
よう依頼し承諾を受けている。これは野外設置の彫
刻の多くに，「作品然」として周囲の環境になじまな
いものが散見されるためである。来場者が花壇や自
然の緑の中で憩えるように，本作品も「花楽の里」
の緑の中になじみ溶け込むことをめざしている。「中
之条ビエンナーレ 2013」会期中に周囲の草花が作品
を取り囲み，晩秋には落ち葉が優しく地面を覆って
いた。本作品は，次項で示す『漂泊 2013-?』と共に，
ビエンナーレ会期終了後も町からの委託で，継続展
示されている。秋，冬，春と季節を一巡し，一層周
囲の風景に溶け込むようになってきている。
⑸ 『漂泊2013-?』
出 品：中之条ビエンナーレ 2013
会 期：2013年 9月 13日～10月 14日
会 場：群馬県吾妻郡中之条町入山「花楽の里」
材 質：木（杉），ステンレス
サイズ：H80×W600×D300cm
前述の『漂泊 2013-?』と同じく，中之条ビエン
ナーレ 2013において「花楽の里」への展示を試みた
ものであり，会期終了後も野外展示が続けられてい
る。「花楽の里」は，林野の中に開かれたフラワーガー
デンである。この作品は，草花と空が出会う位置に
作品設置を計画した。写真 16のような丘の中腹であ
り，緩やかに遊歩道がカーブしながら登っていく路
傍である。登りカーブの内側の草むらで傾斜は約 15
度である。ここでは，斜面という展示場所の特性を
活かしながら，板状材でより効果的な構成を意図し
た。
本作品制作に用いた原木は，会場地元の中之条町
沢渡の材木業者から購入した杉である。末口 40cm×
長さ 400cmの吾妻産である。これをチェンソーで挽
き材し，10枚の板状材にした。これを半分の幅或い
は適当な長さに切り分け，19部材とした。表面は，
チェンソーでついた凹凸やガイドバーの円弧の切削
痕を残しつつ，サンダをかけて，ささくれなど鑑賞
者の肌を傷めそうな箇所について整えた。
塗装は，丘から空に浮き上がる雲を連想させるよ
うな白色及び透明の塗料で施した。原木を簡易製材
した際に板の表面が見せた淡い紅色や白色の木肌が
柔らかな雰囲気をもっていたからである。
写真15『漂泊 2013-?』作品全景
写真16 設置前の状況
写真17 斜面への設置状況
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作品の各部材は，接地面からそれぞれ垂直に立て
ている。但し，緩やかに地面が傾斜しているため，
部材同士を垂直に立てながら接合できるように，ボ
ルトを通す穴の位置（接地面からの高さ）は，傾斜
に応じてボルトが水平になるように決めた。写真 17
のように，傾斜（フォールライン）に対し，なかば
直交する角度に部材が並ぶようにした。斜面上部か
ら下部へ徐々に部材の位置が下がっていくととも
に，その高低差をより活かすために，大きく二つの
部分にわけた。道のように間隔があいているところ
である。美術館などの展示場のように，地面（床）
が水平である環境とは違い，現地がもつ独特の傾斜
を活かす展示を可能にしたことになる。設置面の環
境に合わせ，構成を対応・変化させることができる
のは，部材を点在させられること並びに板状材の構
成によるところが大きい。板状材による構成は，彫
刻並びに空間を形作る可能性を広げる効果をもつこ
とが確認できた。ただし，板状材による構成である
がために，常に「薄さ」「重なり」「ずれ」が特徴と
して現出するが，それが一方で「量塊」「重厚さ」「安
定感」といった要素を後退させるという結果も生ん
だ。後退した要素が，全体の中で今一度効果的に働
くような造形ができないものかが課題として上がっ
てきた。
⑹ 『漂泊2014-?』
出 品：第 88回国展
会 期：2014年 5月 1日～5月 12日
会 場：国立新美術館（東京六本木）
材 質：木（樟），ステンレス，真鍮
サイズ：H60×W700（900）×D300cm
本作では，柱状材を中心にした構成を試みた。前
述のように，板状材の特徴故にやや後退した「量塊」
「重厚さ」「安定感」という要素を加味した構成がで
きないかと考えたからである。樟原木から板状材だ
けでなく，ある程度の量塊を保つ柱状のものを挽き
材するようにした。一連の制作では，原則的にだら
挽き，または回し挽きをして板状材を多く挽き材し
てきたが，本作では写真 19のように原木から板状材
数枚の他，柱状に挽き材した。他に，10cm程度の厚
みのある材，幹を玉切したキューブ状の材，曲がり
のある弓状の材も使って構成していった。
塗装は野外展示を念頭に，防水・防腐効果のある
塗料を用いた。全体を白色に塗装した後，一旦サン
ダをかけて凸部を研磨して木地をだし，その部分に
は同等の効果のある透明塗料で塗装した。
会場である国立新美術館において展示する際，柱
状の部材のいくつかを間隔をもたせ配置した。国画
会で発行した図録では，長さを 700cmと記載してい
るが，実際の展示は 900cmを超える長いものになっ
た。板状材による構成の他，柱状材を用いたことで，
量塊を保った形体になり，強い方向性を感じさせる
ことになった。また，曲がりのある弓状の部材（同
時進行で制作していた後述の『月が眠る山』制作過
程で挽き材したもの：写真 30）を加えたことで，上
下に跳躍する雰囲気も含むことができた。
写真18『漂泊 2014-?』作品全景
写真19 柱状に挽き材した部材
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⑺ 『月が眠る山』
出 品：第 9回国展群馬
会 期：2014年 9月 12日～9月 17日
会 場：高崎シティギャラリー（群馬県高崎市）
材 質：木（樟），金箔
サイズ：H80×W160×D40cm
本作では，曲がりとねじれが激しい原木（写真 23）
から挽き材し，そこから生まれる材を効果的に使う
制作を試みた。通常，一般の製材所では自動送材車
付帯鋸盤が使われるので，機械に載せられる直線的
な材がとれる位置で玉切りしてから，送材してだら
挽きすることが多い。今回は，筆者自らがチェンソー
によって簡易製材するので，原木の曲がりをできる
だけ残した木取りを計画した。
これまでのだら挽き主体の木取りとは違い，工程
が複雑であったので，以下に略記する。
(1)原木（写真 23）において末口側（写真左部）
のアーチ状の材を優先して木取りすることにし，末
口側を 80cmほど玉切し，別材とする。
写真20 長く伸びた作品の全景
写真21 柱状，キューブ状，弓状の部材も見える
写真23 使用した樟原木
写真22『月が眠る山』
写真24 作品全景
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写真25 木取り計画 写真29
写真30 挽き材した弓状の部材は『漂泊 2014-?』で使用写真26 側面をだら挽き
写真31 なめらかな曲面を出す写真27 アーチ下部（円弧内側）を挽く
写真32 凹面に金箔を貼る写真28
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(2)写真 25及び 26のように，木芯部が残るが外
周よりだら挽きしていく。左右両側面，上面など同
様に挽く。通常，彫刻制作のみを主眼にした木取り
で中央アーチ状の材を得ようとするならば，このよ
うなだら挽きをせず辺材を落とす。しかし写真 26の
ように，板状材が数枚できるように挽くことで原木
の有効利用ができる。
(3)アーチ下部は，円弧が閉じているため直線的
にチェンソーが使えない。そこで写真 27，28のよう
に弧の中央部は残し，ガイドバーが入れられる程度
までだら挽きする。
(4)写真 29，30のようにアーチ状になってきた材
を立て，アーチ上部から直線的に左右両側面を挽く。
この工程で挽き材されたカーブした弓状の材が前述
『漂泊 2014-?』で使用された。
(5)写真 31のようにアーチの上面および下部は
なめらかな曲面となるように整え，側面はこれまで
の作品にも見られるチェンソーの切削痕を残した。
塗装は，前作同様に白色で一旦全体を覆い，サン
ダで凸部を研磨して木地を露わにした。本作では室
内展示であることと，本作テーマにそって「月」の
イメージで金箔を施した（写真 32，33）ので，じゅ
うねん油を塗布することにとどめた。
本作のテーマは『月が眠る山』である。これまで
のような多数の板状材，柱状材を接合させ配置をす
るものとは違い，アーチ状の本体と支えを兼ねた鉛
直する材とによって構成した。本作を含み，『月が眠
る山』という同テーマで大小 5作を制作したが，そ
のいずれにも半月状の凹面を彫り，そこに金箔を貼
るという工程を入れてきた。これらの連作のほとん
どが一材で彫り出されているため，部材を構成する
という意味合いは薄れたが，一つの材がもつ表現力
を前面に出す試みとして，筆者自身の制作コンセプ
トの軸の一つになった。
４ 制作総括及び今後の課題
4-1 制作総括
本研究において試行した彫刻制作では，板状材並
びに柱状材を用いてインスタレーション的に設置場
所に対応し作用するような立体構成を検討してき
た。それぞれの作品で概略を述べたように，複数の
部材をその場所に応じてレイアウトしながら構成し
ていくことで，その空間ならではの彫刻にしていく
手がかりを得ることができた。場所の広さや傾斜，
周りの環境に対応し，同時に作用することである。
これは，立体造形のあり方，展開の可能性を示して
いる。今後も大いに生かしていきたい。
原木から自ら簡易製材することについては，技術
的な面，施設的な面でまだ経験と開発，充実が必要
だろう。しかし，木材を有効利用する木取りと挽き
材のあり方を実地に検証できたと共に，得られた材
を用いた彫刻制作が展開できたことは，今後の造形
活動に大きな可能性を実感できた。これは，造形美
術教育の現場での応用も視野に入れてのことであ
る。
4-2 今後の課題
冒頭で述べたように，本論で提示したものは科研
費：基盤研究（C）「間伐材・低質材等の木材資源を
有効利用する造形用素材及び環境教育教材の開発」
（課題番号 24531183）の研究成果の一部である。
この研究課題には，具体的な造形用素材の開発と写真33 側面にも金箔を施す
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同時にその可能性を確かめるべく彫刻ならびに立体
構成のあり方を実地に検証することを含んでいる。
本稿で報告した成果は，ここから始まっているので
ある。写真 34のような構成は，木材の有効利用を考
え自ら簡易製材することで得られた板状材や木片を
操作していた際に発想されてきたものである。これ
は，いわば端材であるが，処分されがちなこのよう
な木片にも大きな可能性があるという手応えをもっ
たのである。こうして，本稿で検証しようとした板
状・柱状材の構成の端緒をつかむと同時に，教育の
現場で活用が可能な造形用素材（例えば「積み木」
など）の応用の手がかりをつかんだのであった。
本稿では彫刻制作に焦点をあてて述べたが，写真
35に示したような「積み木」試作も進めている。こ
れは彫刻作品『漂泊 2013-?』制作の過程で簡易製材
した際にもたらされた杉の板状材からつくったもの
である。同様に樟材も得られ，他にも間伐材，低質
材からの製作も進めている。計画では，この試作品
のような直方体を考えており，各辺の比率を調整し
ていく。写真の試作品は，15mmを基尺にした 1：
3：6のモデルである?。
教育現場での試行は，試作品を用いてはまだ行わ
れていないが，平成 25年度の附属特別支援学校の研
究に協力者として関わった際に公開授業のために提
案助言し，共に授業を構想した造形活動において，
積み木など木片を利用した活動が児童の活動を活性
化することが確かめられている?。今後は簡易製材に
よって得られた材を用いた積み木の試作と実際の授
業での使用を進め，その効果をさらに検証したい。
また，板状材を接合して立体構成を行うという本
論で検証した彫刻制作の一つの方法は，平成 25年
度，26年度の教員免許状更新講習において現職教員
対象の研修題材として提案し実施した。そこでは，
多彩な造形活動が展開され，この方法にも教育現場
での応用の可能性が示唆された。
本論で検証した彫刻制作の在り方が，このような
造形用素材の開発と教育現場での活用へと援用，展
開できる手応えを感じている。具体的検証を進めて
いきたい。
５ おわりに
樹木をはじめとする自然がもたらしてくれる財産
には，常に畏怖の念とともに感謝の気持ちをもつ。
原木にチェンソーを入れる際，その気持ちは一層高
揚する。
杉の原木に刃を入れると，まだ含んでいる水分が
水滴となって顔にかかることがある。大地の恵みを
材の中に吸い上げてきた証しである。樟を挽き材す
るときには，さわやかな，神々しさすら感じさせる
香りがする。遠く飛鳥時代より仏像に使われてきた
理由も理解できる。それぞれの樹の中に，我々日本
人が常に大切にしてきたものが蓄えられているので
ある。
木に対する畏怖と感謝の念を絶えずもち，今後も
彫刻制作を進めていきたい。それが，自然の恵み，
写真34 杉の木片を用いた構成
写真35 ?積み木」試作品
基尺 1.5cm，寸法比 1：3：6
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財産を有効に使うことにつながるからだ。そして教
育の現場にも応用，展開できるとすれば，次代を担
う子どもたちに木の恵みを伝えていくことになるだ
ろう。そのような気持ちを新たにさせてくれる研究
にもなった。
最後に，本研究にあたり，彫刻制作並びに展覧会
などでお世話になった方々に心より感謝申し上げ
る。とりわけ，「花楽の里」淵上奉夫氏，「AISギャ
ラリー」福田篤夫氏には多大な理解と支援をいただ
いた。また，彫刻設置の際に力を貸してくれた飯島
渉君，西村圭吾君，深須砂里さん，石原加奈子さん
ら学生諸君に感謝申し上げる。
【引用・参考文献および註】
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ベルの「恩物」などでは，3cm基尺（または 1インチ）で
1：2：4，1：1：4が見られる。筆者が現在注目しているの
は，0.8cm基尺で 1：3：15というフランス製の「KAPLA」
と呼ばれる木製ブロックである。自らの手になじんだ写真
34の木片に近い感触である。これが幼児，児童の手にはど
のように伝わるのだろうか。
6 群馬大学教育学部附属特別支援学校平成 25年度公開研
究会?小学部提案授業「木でつくろう，木であそぼう」，2013
年 6月 29日公開。授業者の宇佐美多恵子教諭と共に教材研
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【図版出典・写真撮影】
図 1 村田光司，2008，「立木の伐採から製材品への加工ま
で／木材ができるまで」，『木工大図鑑』，田中一幸，山
中晴夫監修，講談社，p.97
図 2 筆者作図
図 3 筆者作図
写真 5 撮影：毛利總
写真上記以外 撮影：筆者
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